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No.７０４

税税税税
のののの
申申申申
告告告告
をををを
忘忘忘忘
れれれれ
ずずずず
にににに

申申
告告
受受
けけ
付付
けけ
はは
２２
月月
１１６６
日日
〜〜
３３
月月
１１５５
日日

市
・
県
民
税
（
地
方
税
）
や
所
得
税
（
国
税
）
な
ど
の
申
告
シ

ー
ズ
ン
が
き
ま
し
た
。
こ
と
し
の
申
告
期
間
は
、
２
月
１６
日
�
か

ら
３
月
１５
日
�
ま
で
で
す
。

税
金
を
公
正
に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
帳
簿
や
記
録
な
ど

に
基
づ
い
て
適
正
に
算
出
す
る
手
続
き
が
申
告
で
す
。
税
の
申
告

が
必
要
な
人
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市市
・・
県県
民民
税税

市
・
県
民
税
は
、地
方
自
治
体

が
行
う
福
祉
、教
育
、ご
み
処
理

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
費
用

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
い
わ
ば
市

民
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

平
成
１７
年
度
の
市
・
県
民
税

は
、
平
成
１６
年
中
の
所
得
か
ら

算
出
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
昨
年
の
中
途
で
退

職
し
現
在
所
得
が
な
く
て
も
、

昨
年
１
月
１
日
か
ら
退
職
す
る

ま
で
に
受
け
た
給
与
な
ど
の
所

得
が
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
と
し
就
職
な
ど
に

よ
っ
て
所
得
が
あ
っ
て
も
、
昨

年
所
得
が
な
か
っ
た
人
は
、
平

成
１７
年
度
の
市
・
県
民
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

申
告
が
必
要
な
人

平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
、

徳
島
市
内
に
住
み
、
平
成
１６
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
。

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外

に
所
得
の
あ
っ
た
人

▼
平
成
１６
年
の
中
途
で
会
社
を

退
職
し
た
人
、
ま
た
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
の
な
い
人

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

の
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得
税

の
か
か
ら
な
い
人

▼
給
与
所
得
や
年
金
所
得
だ
け

の
人
で
、
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
（
年
金
所
得
だ

け
の
人
は
、
社
会
保
険
料
控
除

・
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
も
申

告
が
必
要
で
す
）

※
徳
島
市
内
に
住
所
を
有
し

な
い
人
で
も
、
同
市
内
に
事
務

所
・
事
業
所
や
家
屋
敷
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
均
等
割
を
納
め

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
人

申
告
書
の
記
入

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

に
は
、申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
告
書
は
、「
申
告
の
手
引
」を

よ
く
お
読
み
に
な
り
、
納
税
者

ご
自
身
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
届
か
な
か
っ
た

人
で
、
申
告
の
必
要
な
人
は
、

市
民
税
課
（
市
役
所
２
階
）
ま

た
は
各
支
所
に
あ
る
申
告
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
市
・
県
民
税
申
告
書

▼
印
鑑
（
認
印
）

▼
平
成
１６
年
中
の
所
得
計
算
に

関
係
の
あ
る
帳
簿
・
領
収
書
・

源
泉
徴
収
票
な
ど

▼
平
成
１６
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
、
介
護
保
険
料
、
生
命
保

険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
損

害
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
ま
た
は
証
明
書

市
民
税
課

（
市
役
所
２
階
）

場所

申告はお早めに（市役所２階市民税課）

郵郵郵郵郵郵郵郵送送送送送送送送申申申申申申申申告告告告告告告告がががががががが簡簡簡簡簡簡簡簡単単単単単単単単・・・・・・・・便便便便便便便便利利利利利利利利でででででででですすすすすすすす
徳島市では、郵送申告の受け付けをしています。お送りする

市・県民税申告書に返信用封筒を同封していますのでご利用く
ださい。
平成１６年中収入がなかった人など税の申告義務がない人でも

平成１７年度の所得証明などが必要となる人、各種行政サービス
の提供を受けるため市での所得確認が必要となる人も郵送申告
をご利用ください。
【郵送申告の注意事項】
◆給与・年金などの源泉徴収票がある場合は、写しを添付
◆生命保険料の証明書など必要な添付書類は必ず添付
◆申告書の記名・押印欄の自宅・勤務先電話番号は必ず記入
◆申告書には正確・明瞭に記入
記入方法などご不明な点は、市民税課までお問い合わせくだ

さい。
…………………………………………………………………………

市市市市市市市市・・・・・・・・県県県県県県県県民民民民民民民民税税税税税税税税 申申申申申申申申告告告告告告告告相相相相相相相相談談談談談談談談QQQQQQQQ&&&&&&&&AAAAAAAA
【Ｑ】生計を一緒にしている妻への均等割非課税措置が変わっ
たと聞いたのですが。
【Ａ】税負担の公平性の観点から、生計同一の妻に対する非課
税措置が平成１７年度から段階的に廃止され、所得金額が一定金
額を超える人には均等割が課税されます。平成１７年度は２分の
１の額（市民税１，５００円、県民税５００円）、平成１８年度からは全額
（市民税３，０００円、県民税１，０００円）課税されます。
【Ｑ】配偶者特別控除の制度が変わったと聞いたのですが。
【Ａ】平成１７年度から配偶者特別控除のうち、配偶者控除を受
けている人の配偶者特別控除（いわゆる上乗せ部分）が廃止さ
れます。

所所

得得

税税

所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
が

税
法
に
従
い
、
所
得
金
額
と
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
と

納
税
を
行
う「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
必
要
の
あ
る
人

が
、
期
限
内
に
申
告
を
し
な
か

っ
た
り
誤
っ
た
申
告
を
す
る
と
、

本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞

税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、

土
地
や
建
物
の
売
却
に
よ
る
譲

渡
所
得
な
ど
が
あ
る
人
で
、
平

成
１６
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基

礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
人

▼
給
与
所
得
者
で
◇
給
与
の
年

収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
場
合

◇
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
場
合
◇
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

（
地
代
・
家
賃
・
原
稿
料
な
ど
）

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る

場
合
―
な
ど

還
付
申
告
が
で
き
る
人

確
定
申
告
の
必
要
の
な
い
給

与
所
得
者
で
も
、
申
告
に
よ
り

税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
１０

万
円
（
所
得
が
２
０
０
万
円
以

下
の
場
合
は
所
得
の
５
㌫
）
を

超
え
て
支
払
っ
た
と
き

▼
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を

購
入
し
た
と
き

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職

し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
と
き
―
な
ど

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も

一
定
の
要
件
や
定
め
ら
れ
た
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
会
場

所
得
税
の
確
定
申
告
会
場
は

次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
会
場
﹈
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

（
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）
３
階

第
２
特
別
会
議
室

﹇
期
間
﹈
２
月
１６
日
�
〜
３
月

１５
日
�
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
た
だ
し
、
２
月
２０
日
・
２７

日
の
日
曜
日
は
実
施
）

な
お
、
還
付
申
告
は
２
月
１

日
�
か
ら
受
け
付
け
。

﹇
受
付
時
間
﹈
９
時
〜
１６
時

な
お
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税

務
署
庁
舎
内
に
は
申
告
会
場
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
。

新
た
に
消
費
税
の
課
税
事

業
者
と
な
る
皆
さ
ん
へ

平
成
１５
年
度
の
消
費
税
法
改

正
に
よ
り
、
消
費
税
の
事
業
者

免
税
点
が
１
千
万
円
（
改
正
前

３
千
万
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
分
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
個

人
事
業
者
は
、
平
成
１８
年
分
か

ら
消
費
税
の
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
新
た
に
課
税
事
業
者

と
な
る
人
は
、「
課
税
事
業
者
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
１５
年
分
の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
て

い
る
人
は
、
平
成
１７
年
分
か
ら

課
税
事
業
者
と
な
り
、
平
成
１７

年
１
月
か
ら
日
々
の
記
帳
や
書

類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

（
山
城
町
）

場所

昨年の台風などにより、被害を受けられた市民の皆さまに
は心からお見舞い申し上げます。
風水害、火災、地震などの災害によって、住宅や家財など

に損害を受けられた方は、所得税、市・県民税の軽減措置を
受けることができる場合があります。
詳しくは、税務署、税務相談室、市民税課にお問い合わせ

ください。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
市
民
税

課
�
（
６
２
１
）
５
０
６
３

〜
５
０
６
５

台風などで被害を受けられた方へ

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
税

務
署
�
（
６
２
２
）
４
１
３

１
・
税
務
相
談
室
�
（
６
２

５
）
１
９
３
３

平成１７年１月１日現在

人 口 ２６２，８１６人
男 １２５，２７１人
女 １３７，５４５人

世帯数 １０７，３９０世帯
面 積 １９１．３７�

日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

1月22005

徳島市は「子育て支援都市宣言」を行い、子どもと子育てに優しいまちを目指しています。

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送
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小学6年生（男）�

小学6年生（女）�

中学2年生（男）�

中学2年生（女）�

高校2年生（男）�

高校2年生（女）�
3.5％�
1.3％�

2.7％�

0.4％�

０％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

36.8％� 8.0％�

8.3％�

9.0％�6.0％�

5.6％�15.0％�

4.4％�

4.0％�

31.6％�

40.0％�

39.2％�

45.0％�

36.4％�

52.5％�

63.7％�

38.7％�

47.9％�

39.7％�

58.4％�

小学6年生（男）�

小学6年生（女）�

中学2年生（男）�

中学2年生（女）�

高校2年生（男）�

高校2年生（女）�
1.3％�
1.7％�

1.1％�

0.0％�

０％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

35.4％� 6.4％�

6.5％�

10.2％�4.7％�

3.5％�

0.8％�

9.0％�

5.3％�26.1％�

37.2％�

26.1％�

37.1％�

18.2％�

56.1％�

68.4％�

49.7％�

66.1％�

47.2％�

78.3％�

小学6年生（男）�

小学6年生（女）�

中学2年生（男）�

中学2年生（女）�

高校2年生（男）�

高校2年生（女）�
0.9％�
0.9％�

1.1％�
0.7％�

0.0％�
0.6％�
2.6％�

０％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

3.8％�

3.8％�

7.9％�

15.7％� 4.0％�

2.4％�
1.7％�

1.4％�
1.0％�

10.0％�

6.7％�

96.3％�

85.0％�

89.1％�

75.5％�

90.7％�

93.9％�

小学6年生（男）�

小学6年生（女）�

中学2年生（男）�

中学2年生（女）�

高校2年生（男）�

高校2年生（女）�

2.5％�

2.2％�

０％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

34.8％� 10.9％�

10.8％�

10.3％�

23.3％�

18.8％�

6.8％�

8.7％�

37.1％�

36.5％�

17.2％�

21.2％�

24.2％�

43.2％�

37.9％�

46.5％�

50.7％�

53.9％�

32.9％�

28.9％�

16.4％�

19.9％�

小学6年生（男）�

小学6年生（女）�

中学2年生（男）�

中学2年生（女）�

高校2年生（男）�

高校2年生（女）�

2.3％�

1.1％�

3.0％�

０％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

22.0％� 3.9％�

3.9％�

3.7％�

3.6％�

4.2％�

5.0％�

8.8％�

6.9％�

20.0％�

22.3％�

27.9％�

8.6％�43.1％�

33.8％�

71.1％�

75.0％�

68.6％�

62.8％�

38.6％�

55.4％�

第７０４号 平成１７年２月１日 （２）

徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
内
の
小
学
６
年
生
・
中
学
２

年
生
、
高
校
２
年
生
約
１
２
０

０
人
と
、
そ
の
保
護
者
お
よ
び

地
域
の
住
民
約
５
０
０
人
を
対

象
に
、
青
少
年
の
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

全
国
で
は
凶
悪
化
が

進
む
青
少
年
犯
罪

平
成
１５
年
中
の
全
国
に
お
け

る
刑
法
犯
少
年
の
検
挙
数
は
１４

万
４
４
０
４
人
で
前
年
並
み
で

す
が
、
凶
悪
犯
（
殺
人
、
強
盗
、

放
火
、
強
姦
な
ど
）
検
挙
数
は

２
２
１
２
人
で
前
年
比
１１
・
４

㌫
の
増
加
。
ま
た
、
街
頭
犯
罪

に
よ
る
検
挙
者
の
６６
％
を
少
年

が
占
め
る
な
ど
、
少
年
犯
罪
の

凶
悪
化
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
警
察
が
補
導
し
た
不

良
行
為
少
年
（
飲
酒
、
喫
煙
、

け
ん
か
な
ど
）
の
数
は
１
２
９

万
８
５
６
８
人
で
、
平
成
に
入

り
最
高
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
青
少

年
問
題
の
背
景
と
し

て
は
、
社
会
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
遵
守

（
じ
ゅ
ん
し
ゅ
）
し

よ
う
と
す
る
意
識
の
希
薄
化
や
、

自
己
中
心
的
で
、
欲
望
や
衝
動

を
抑
制
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

の
自
律
心
の
低
下
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
う
し
た
青
少
年
問
題
の
実
態

や
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
的

状
況
を
踏
ま
え
、
青
少
年
の
規

範
意
識
を
把
握
す
る
た
め
に
、

生
活
や
行
動
に
つ
い
て
の
意
識

調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

規
範
意
識
の

調
査
結
果
か
ら

こ
の
よ
う
な
意
識
が
生
じ
る

背
景
と
し
て
は
、
大
人
社
会
全

体
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

正
し
く
な
い
行
為
や
ル
ー
ル

違
反
を
許
容
し
て
し
ま
う
甘
い

風
潮
や
、
社
会
に
対
す
る
義
務

感
や
責
任
感
の
希
薄
化
、
自
由

と
利
己
主
義
を
は
き
違
え
る
風

潮
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
物
事
の
け
じ

め
・
善
悪
を
大
人
が
し
っ
か
り

教
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
、子
ど
も
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
な
ど
周
り
の
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
の
影
響
を
受
け

て
成
長
し
、
人
格
を
形
成
し
て

い
き
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

規
範
意
識
や
公
共
心
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
大
人
自

身
が
時
代
に
応
じ
た
的
確
な
規

範
意
識
を
持
ち
、
学
校
・
家
庭

・
地
域
が
連
携
し
、
「
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
遵
守
す
る
こ
と
」

「
他
人
と
共
存
す
る
た
め
の
人

間
関
係
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」

な
ど
の
社
会
的
規
範
を
、
子
ど

も
た
ち
に
ね
ば
り
強
く
教
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

青少年の意識
調査を実施青青少少年年のの意意識識調調査査かからら ～～規規範範意意識識ににつついいてて～～

絶対してはいけない しない方がよい 少しぐらいしてもよい してもかまわない 薄薄薄薄薄薄薄薄
れれれれれれれれ
るるるるるるるる『『『『『『『『
規規規規規規規規
範範範範範範範範
意意意意意意意意
識識識識識識識識
』』』』』』』』

学学
校校
・・
家家
庭庭
・・
地地
域域
がが
連連
携携
しし

ねね
ばば
りり
強強
いい
指指
導導
がが
必必
要要

◆ごみや空きかんのポイ捨てをする

◆人に暴力を振るう

◆万引きや盗みなどをする

次
の
よ
う
な
行
動
を
、
「
少

し
ぐ
ら
い
し
て
も
よ
い
」「
し
て

も
よ
い
」
と
答
え
た
子
ど
も
の

割
合
。

▼
ご
み
や
空
き
か
ん
の
ポ
イ
捨

て＝

２０
・
６
㌫
（
中
２
男
）

▼
人
に
暴
力
を
振
る
う＝

１４
・

９
㌫
（
高
２
男
）

▼
万
引
き
や
盗
み
な
ど
を
す
る

＝

７
・
８
㌫
（
高
２
男
）

▼
夜
、
子
ど
も
だ
け
で
出
歩
く

＝

２７
・
５
㌫
（
中
２
女
）

▼
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
す
る＝

９
・
９
㌫（
高
２
女
）

※
詳
し
く
は
、
左
表
を
参
照
。◆夜、子どもだけで出歩く

◆出合い系サイトにアクセスする

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
青
少
年

育
成
補
導
セ
ン
タ
ー
�
（
６

２
１
）
５
４
２
３

台風２３号により被災された方々への義
援金をお願いしましたところ、全国の皆
さまから本市分と徳島県分を合わせて、
３３，２０５，７７６円が寄せられました。温かい
ご厚意に対し、心からお礼申し上げます。
これらの義援金は、平成１７年１月１３日、

徳島市被災者支援対策本部において、床
上浸水以上の被害を受けられた世帯の
方々に配分することに決定し、一刻も早
く被災された皆さまにお届けできますよ
う現在作業を進めております。

徳島市被災者支援対策本部
本部長 原 秀樹

［問い合わせ先］出納課（�６２１－５３５５）

2月の無料相談台台台台台台台台風風風風風風風風２２２２２２２２３３３３３３３３号号号号号号号号のののののののの被被被被被被被被災災災災災災災災者者者者者者者者義義義義義義義義援援援援援援援援金金金金金金金金をををををををを
おおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせくくくくくくくくだだだだだだだだささささささささっっっっっっっったたたたたたたた皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささままままままままへへへへへへへへ

＊※は予約制で、２日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。

＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１６日�１３：００～１５：００

＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１３日�・２７日�１０：００～１２：００

女性センター
シビックセンター４階 �６２４－２６１３
ひと ひと

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

◆昼間（１３：００～１６：００）
毎週 水曜・金曜
◆夜間（１８：００～２０：００）
２日�・４日�
１６日�・１８日�

◆９日�
１８：００～２０：００

女
性
対
象

男
性
対
象

一 般 相 談
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

カウンセリング
相 談

・電話（要予約）
・面談（要予約）
（託児あり・
要申し込み）
�６２４－２６１１

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００

１３：００～１５：００

１３：３０～１６：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

９・１６・２３日�
７日�
１・１５日�
３・１７日�
毎週月・金曜

毎週火曜

２４日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※

行政相談委員

人権擁護委員

土地家屋調査士

司 法 書 士

行 政 書 士

住まいづくり

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故
《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

１日�・１５日�
１３：００～１３：３０、１３：４０～１４：１０、１４：２０～１４：５０

保健センター
沖浜東２ ふれあい健康館内

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

※は保健師、他は医師が相談に応じます。

８日・２２日�

９日�

８日・２２日�
９日�
１７日�
２３日�

一 般 健 康 相 談

老年認知症（痴ほう症）
予 防 相 談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科 医 師 相 談

生活習慣改善相談※

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。
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◆データの一元管理術活用講習会

締め切り日
２月７日�

◆インターネット（アクセスアップ・ウイルス
対策）活用講習会

締め切り日
２月１４日�
２月１８日�

※時間はいずれも１９：００～２１：００

開 催 日 時
２月９日�１９：００～２１：００

開 催 日
２月１６日�・１７日�
２月２１日�・２２日�

班
１
２

必要なもの

・本人の印鑑
・ナンバープレート
※代理人へ依頼の時

詳しくは
左記まで

詳しくは
左記まで

手続き場所

市役所市民税課
�６２１－５０６７

県軽自動車協会
�６４１－２０１０
四国運輸局
徳島運輸支局
�６４１－４８１２

車 種

原動機付自転車
小型特殊自動車

軽四輪車

１２５㏄を超える
二輪車

◆休日相談受付（９：３０～１６：００）

徳島北

１９日�、２０日�
１２日�、１３日�

◆相談受付時間を延長（８：３０～１９：００）

徳島南、徳島北

７日�、１４日�、２１日�
７日�、１４日�、２２日�、２８日�

徳島南

１９日�
１２日�

２月

３月

２月

３月

（３） 平成１７年２月１日 第７０４号

INFORMATION

募 集

中小企業の情報化セミナー
ニューメディア徳島（福島１ 木工会館）
で下表のとおり開催。対象は市内の中小企
業従事者（市民で市外の中小企業従事者も
含む）。定員は各１０人（抽選）。
ただし、５人以下の場合は開催中止。受
講は無料。

申 締め切り日（必着）までに、ファクス
またははがきで、希望の講習会名（班）・
住所・名前・勤務先・電話番号・ファクス
番号を、商工労政課（	６２１－５１９６ �６２１
－５２２５ 〒７７０－８５７１ 幸町２－５）へ。

パース（透視図）中級講座
２月１４日�～２８日�の毎月・木曜日（全
５回）１８：３０～２０：３０。木工会館（福島１）で。
対象は市内在住または在勤の人。定員は３０
人（先着順）。参加費は２，０００円（５回分）。
申 ２月１４日�１７：００までに電話で木工会
館（�６２２－９６２５）または
徳島市地場産業
振興協会（�６２６－２４５３）へ。

ガラス製誕生記念品の制作
２月１３日�・２０日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児くらいから。定
員は１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 １０：００～１７：００に電話で徳島ガラスス
タジオ（�６６９－１１９５）へ。

くらしの講座
２月２１日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「老後
の生活設計について～公的年金や健康保険
・介護保険等～」。講師は社会保険労務士・
玄番芳江さん。定員は４０人（先着順）。受講
は無料。
申 １０：００～１８：００に電話で徳島市消費生
活センター（�６２５－２３２６）へ。火曜・祝日
は休み。

応急手当の実技講習会
２月２０日�１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

健康みそ作り
２月２２日�１３：３０～１５：３０。ふれあい健
康館（沖浜東２）２階調理実習室で。講師
は四国大学短期大学部助教授・植田和美さ
ん。定員は３０人（先着順）。体験料３００円。
申 はがきまたは所定の申し込み用紙で、
住所・名前・年齢・電話番号を、ふれあい
健康館ボランティア係（〒７７０－８０５３ 沖浜
東２丁目１６ �６５７－０１９０）へ。

催 し

第３３回徳島市芸術祭「美術展」
２月２日�～７日�９：００～１７：００（７
日は１５：００まで）。県郷土文化会館３階で。
日本画・洋画・彫刻・美術工芸・書道・写
真・デザインを展示。入場は無料。
問 徳島市文化協会事務局（文化振興課内
�６２１－５１７８）

第２４回青少年芸能祭
２月６日�１１：００～１５：３０。ふれあい健
康館で。市内の青少年団体による�少林寺
組演舞、バイオリン演奏など実演�昔の遊
びなどの子ども体験コーナーなど。景品が
当たる抽選会も開催。入場は無料。
問 社会教育課（�６２１－５４１７）

中国武術を楽しむ会
２月１９日�１４：００～１６：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階ホールで。内容は佐
古中国武術を楽しむ会の皆さんによる中国
武術公演。参加は無料。
問 ふれあい健康館ボランティア係（�６５７
－０１９０）

フレッシュ家具デザイン展
２月４日�～１０日�９：００～１８：００（１０
日は１５：００まで）。木工会館で。県内の高校
生や大学生などから募集したデザインを展
示。入場は無料。
問 
徳島市地場産業振興協会（�６２６－
２４５３）へ。

市立図書館
〈２月のおはなし室プログラム〉
◇５日�お話と絵本◇１２日�腹話術◇１９
日�お話と手遊び◇２６日�おんぶとだっこ
のふれあい遊び。１０：３０～１１：００。参加は
無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

ニュースポーツのつどい
２月１２日�９：００～１２：００。内町小学校
体育館で。種目はカローリング。参加は無
料。参加希望者は、体育館シューズを持参
し、直接会場へ。
問 体育保健課（�６２１－５４２７）

お 知 ら せ

国保料の納付にご協力を
２月を「国保料収納率向上特別対策月間」
とし、保険料の未納世帯に対して日曜特別
徴収や夜間戸別訪問、電話催告などを実施。
やむをえない事情で納付が困難な場合は、
保険年金課（市役所１階）で納付相談を。
問 保険年金課（�６２１－５１５７、５１６４）

農地の貸し借りの
申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は農業振興地域内の農用地で、借り手は
経営規模の拡大を志向する農家。特徴は�
農地法の許可は不要で小作地所有の制限は
受けない�契約期間が過ぎれば離作料を支
払うことなく確実に返してもらえる－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸したい土地
の登記簿謄本を持参し、２月９日�までに
農業委員会事務局（市役所３階 �６２１－
５３９３）へ。

特別障害者・障害児
福祉手当の申請
在宅の重度障害者（児）に対し、特別障害
者手当や障害児福祉手当を支給する制度が
あります。ただし、障害の程度、所得状況
などの条件あり。
問 福祉課（�６２１－５１７７）

寝たきりの人に
歯科の訪問指導
対象は市内在住の４０歳以上で、家庭で寝
たきりや寝たきりに近い状態の人。歯周病
やむし歯の予防法、入れ歯の取り扱い方法
などを歯科医師と歯科衛生士が指導。無料。
申 保健センター（�６５６－０５３１）

健康手帳をご活用ください
健康診査の結果や血圧、体重、受講した
健康教育などが記録でき、健康管理に役立
つ手帳を交付。対象は４０歳以上の市民。先
着６００人。無料。
希望する人は、直接、保健センター（ふ
れあい健康館３階）へ。なお、郵送を希望
する場合は、電話で申し込みを。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

物品納入業者の
追加申請受け付け
市が平成１７年４月１日～９月３０日に発注
する物品関係の指名競争入札参加資格審査
申請を追加受け付け。
申 ２月２８日�までに管財課（市役所７階
�６２１－５０５５）へ。要領、申請用紙も同課へ。

水道施設復旧工事について
１月２７日�～８月５日�。台風により被
害を受けた、第十堰上流部河川敷内の水道
施設の復旧工事実施。工事期間中は車輌の

出入りなどでご迷惑をおかけしますが、ご
理解を。
問 水道局浄水課（�６７４－１３３４）

原付・軽自動車などの
廃車手続きは３月末までに
軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有
者（使用者）に課税。乗れなくなった原動
機付自転車や軽自動車などは３月３１日�ま
でに下表の場所で廃車手続きを。また、廃
棄・盗難・譲渡などにより既に所有してい
ない場合も、手続きが必要。

問 市民税課（�６２１－５０６７）

統計調査にご協力ください
農林業の経営状況などを調査する「２００５
年農林業センサス」が、２月１日を基準日と
し、全国一斉に実施されます。県知事の任
命を受けた調査員が訪問します。ご協力を。
問 情報推進課統計担当（�６２１－５４７０）

年金相談などを実施
徳島南社会保険事務所（山城西４）およ
び徳島北社会保険事務所（佐古三番町）で
年金に関する休日相談などを実施。年金手
帳を持参で。

問 徳島南社会保険事務所（�６５２－３１１１）、
徳島北社会保険事務所（�６５２－２８００）

強風などによりごみが散乱しますと、
周囲の人の迷惑になるだけでなく、車な
どの通行の障害となり、交通事故につな
がる恐れもあります。特にプラスチック
製容器包装など風で飛びやすいごみは、
飛び散らないように、できるだけ４５㍑の
袋にまとめて入れる、あるいは、ネット
をかけるなどの対策をお願いします。
問 生活環境課（�６２１－５２０２）

強風時のごみの出し方に
ご協力を

燃やせるごみ・資源ごみの収集
２月１１日�の該当地区は、ごみを収集
します。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

◆子育てセミナー「親子動物教室～徳島の動物紀行～」※
日時 ２月１７日� １０：３０～１１：４５
場所 親子ふれあいプラザ・きりんルーム
講師 とくしま動物園獣医師・井口光二
定員 ２０組（就学前の子どもとその保護者）
◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

保健センター母子保健ルーム（沖浜東２ ふれあい健康館２階）
で実施。日程は下表のとおり。無料。
［受付時間］１３：００～１４：００
［対象］生後３カ月～９０カ月未満で、２回投与を受けていない乳
幼児。

昭和５０年～５２年生まれの人が受けたポリオワクチンは効果が小
さいため、ポリオウイルスが根絶されていない国に渡航する人や
お子さんが予防接種を受ける人は、ワクチンの再接種を。
接種は、県立中央病院・徳島大学病院の各小児科で実施。予約
が必要。なお、任意で有料。
［問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５３２）

［申し込み］電話で２月２７日�までに、徳島ガラススタジオ（受付
時間９：００～１７：００ �６６９－１１９５）または徳島市文化振興公社（受
付時間１０：００～１８：００ 火曜は休み �６２６－０４０８）へ。申し込み
多数の場合は抽選。

親親子子ふふれれああいいププララザザポポリリオオ予予防防接接種種をを実実施施ししまますすガガララススワワーーククシショョッッププ 短期講座
【2月の行事】 �657－0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
初心者を対象とした短期講座の受講生を募集。
［開催場所］徳島ガラススタジオ（勝占町中須７８－４）
［対象］１８歳以上の人

ポポポリリリオオオののの追追追加加加接接接種種種をををおおお勧勧勧めめめしししままますすす

内 容

絵本の読み聞かせ

節分

親子でふれあい遊び

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田 厚子さん

ひな人形づくり※

お誕生パーティー※
（２月生まれ）

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

３日�
１０：３０～１１：３０

１０日�
１０：３０～１１：３０

１２日�
１０：３０～１５：００

１８日�
１０：３０～１１：３０

２３日�
１０：３０～１１：３０

◆吹きガラス
受講料

７，８００円
（全３回）

※市外受講者は受講料１割増 ※材料費２，０００円程度

◆コールドワーク
受講料

３，６００円
（全３回）

※市外受講者は受講料１割増 ※材料費２，０００～３，０００円程度

時 間

１３：３０～１６：００

時 間
１３：３０～１６：００
９：３０～１２：００
１８：２０～２０：５０
１３：３０～１６：００
１３：３０～１６：００

開講日
３／７、１４、２１
３／１０、１７、２４

開講日
３／６、１３、２０
３／７、１４、２１
３／１０、１７、２４
３／１１、１８、２５
３／１２、１９、２６

定員

８人

定員
１２人
１２人
１２人
８人
１２人

開設コース

吹きガラスでオリジナルグラス

開設コース
溶けたガラスでサンドキャスト
ガラスのアクセサリー
ガラスのキャンドルスタンド
江戸切子のぐい呑み
バーナーワークでトンボ玉

3 月

１日�・３日�・７日�・８日�・１０日�
１１日�・１４日�・１５日�・１７日�・１８日�
２２日�・２４日�・２５日�

2 月

１４日�・１８日�・２１日�
２２日�・２４日�・２５日�
２８日�

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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動物園ボランティア募集動動物物園園ボボラランンテティィアア募募集集

第７０４号 平成１７年２月１日 （４）

「「動動物物、、好好ききでですすかか？？ 伝伝ええててくくだだささいい、、そそのの気気持持ちち」」
昨
年
、
２０
年
ぶ
り
に
一
新

さ
れ
た
日
本
の
お
札
で
唯
一

続
投
の
肖
像
・
福
沢

諭
吉
が
創
始
し
た
慶

応
義
塾
の
徳
島
分
校

が
、
か
つ
て
昭
和
地

区
に
あ
り
ま
し
た
。

西
日
本
進
出
を
志

し
た
諭
吉
が
、
後
の

初
代
徳
島
市
長
・
井

上
高
格
が
代
表
を
務

め
る
徳
島
の
自
由
民
権
運
動

結
社
の
援
助
を
受
け
て
明
治

８
年
に
開
校
し
た
も
の
で
、

４８
人
が
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る

万
代
町
２
丁
目
の
跡
地
に
記

念
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
万
代
町
と
昭
和
・
中
昭

和
・
南
昭
和
の
各
町
で
な
る
昭

和
地
区
は
国
道
５５
号
線
か
ら
東

に
位
置
し
、
県
庁
や
県
警
本
部

な
ど
の
官
公
庁
が
あ
る
ほ
か
、

最
近
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
が

目
立
ち
、
藩
政
時
代
か
ら
昭
和

３０
年
代
ま
で
の
約
３
４
０
年
間

に
も
及
ぶ
塩
田
地
帯
だ
っ
た
こ

と
も
昔
語
り
に
な
り
ま
し
た
。

「
様
変
わ
り
す
る
私
た
ち
の

ま
ち
で
す
が
、
自
慢
は
と
に
か

く
昔
か
ら
各
種
住
民
団
体
が
ま

ち
づ
く
り
に
協
力
的
な
こ
と
。

昭
和
３０
年
代
か
ら
続
く
草
の
根

阿
波
踊
り
や
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
松
本
正
文
会
長
、
会
員
８３

人
）
が
中
心
と
な
り
、
家
庭
内

に
眠
る
１
円
玉
な
ど
を
貯
め
て

地
域
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
か

つ
て
の
善
意
銀
行
運
動
を
継
承

し
た
善
意
袋
と
か
…
」
と
昭
和

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
・
川
田
仁
志
会
長
。

昭
和
防
犯
協
会
（
横
尾
正
美

会
長
、
会
員
３２
人
）
の
地
区
内

パ
ト
ロ
ー
ル
も
筋
金
入
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
。
同

４０
年
代
に
青
少
年
の
非
行
防
止

な
ど
を
目
的
に
結
成
以
来
、
地

域
の
安
全
を
守
る
夜
間
巡
回
な

ど
が
続
い
て
お
り
、
横
尾
協
会

長
は
「
巡
回
が
痴
漢
な
ど
の
犯

人
逮
捕
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
も
。
最
近
は
全
国
的
に
子

ど
も
を
狙
う
悪
質
犯
罪

が
続
発
し
て
い
る
た
め
、

昨
年
か
ら
小
学
生
の
下

校
時
に
立
哨

や
巡
回
を
行

う
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
も
開

始
し
ま
し
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

川
田
会
長
は
「
今
後

は
さ
ら
に
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

地
震
な
ど
に
備
え
る
防

災
組
織
な
ど
を
充
実
さ

せ
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
昭
和
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
・
川
田
会
長
�（
６
２
２
）

０
８
０
９

市市民民参参加加にによよるる、、楽楽ししいい動動物物園園づづくくりりにに
ごご協協力力くくだだささいい昭 和 地 区

とと
くく
しし
まま

と
く
し
ま
動
物
園
で
は
、
園

内
に
お
け
る
案
内
や
催
し
の
補

助
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
社
会
奉
仕
活
動
を
通
じ

た
自
己
実
現
の
場
と
し
て
、
動

物
を
介
し
て
子
ど
も
た
ち
と
ふ

れ
あ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と
く
し
ま
動
物
園
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
・
協
力
を
得
て
、

来
園
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
社

会
教
育
的
機
能
を
よ
り
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
専

門
知
識
の
有
無
な
ど
は
問
い
ま

せ
ん
。
動
物
が
大
好
き
な
方
、

ま
た
、
動
物
の
生
態
に
関
心
の

あ
る
方
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
内
容

◆
動
物
園
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
の
補
助＝

こ
ど
も
動
物
園
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、

来
園
者
に
モ
ル
モ
ッ
ト
、
ヤ
ギ
、

ヒ
ツ
ジ
な
ど
小
動
物
と
の
接
し

方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
動
物
ガ
イ
ド＝

来
園
者
に
、

展
示
動
物
に
つ
い
て
の
解
説
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募

集

対

象

▽
１８
歳
以
上
の
人

▽
２
月
〜
３
月
に
開
催
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
下
表
）

に
参
加
で
き
る
人

▽
こ
と
し
４
月
か
ら
１
年
間
、

年
間
１２
回
以
上
活
動
が
可
能
な

人
申
し
込
み
方
法
な
ど

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
、
ま
た
は
動
物
園
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
、
「
と
く
し
ま

動
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
し
込

み
」
と
明
記
の
う
え
、
住
所
・

名
前
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・

電
話
番
号
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経

験
の
有
無
（
あ
る
場
合
は
そ
の

内
容
も
）
・
志
望
理
由
を
記
載

し
、
２
月
１５
日
�
ま
で
に
、
と

く
し
ま
動
物
園
（
〒
７
７
１
―

４
２
６
７
渋
野
町
入
道
２２
�

（
６
３
６
）
３
２
１
８

Ｅ
メ

ー
ル
は
、
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
新
着
情
報
」
参
照
）
へ
。

ま
ち
の
安
全
安
心
を
住
民
自
ら
で
守
る

７３
子どもたちに動物との上手な付き合い方をアドバイス

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
島島島島島島島島島島島島
城城城城城城城城城城城城
博博博博博博博博博博博博
物物物物物物物物物物物物
館館館館館館館館館館館館
のののののののののののの
催催催催催催催催催催催催
しししししししししししし

徳
島
城
射
初
め
演
武

か
つ
て
徳
島
藩
で
、
藩
主
が

家
臣
に
よ
る
新
年
の
挨
拶
を
受

け
る
前
に
、
一
年
の
無
事
と
武

運
長
久
を
祈
り
、
行
わ
れ
て
い

た
行
事
を
古
式
に
の
っ
と
り
再

現
し
ま
す
。

﹇
と
き
﹈
２
月
１３
日
�
１０
時
〜

﹇
と
こ
ろ
﹈
旧
徳
島
城
表
御
殿

庭
園

﹇
演
武
﹈
徳
島
城
射
初
め
保
存

会
（
浦
上
同
門
会
・
有
志
）

同
日
開
催

新
成
人
記
念
射
会

こ
と
し
２０
歳
を
迎
え
る
新
成

人
（
弓
道
有
段
者
・
経
験
者
）

に
よ
る
競
技
形
式
の
射
会
で
す
。

﹇
と
き
﹈
２
月
１３
日
�
１３
時
〜

﹇
と
こ
ろ
﹈
旧
徳
島
城
表
御
殿

庭
園文

化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
ど
も
落
語
講
座

プ
ロ
の
落
語
家
な
ど
の
指
導

で
小
咄
（
こ
ば
な
し
）
や
お
は

や
し
を
体
験
す
る
講
座
で
す
。

﹇
と
き
﹈
２
月
６
日
�
、
２６
日

�
１４
時
〜
１６
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
当
館
和
室

﹇
講
師
﹈
笑
福
亭
学
光
さ
ん
、

林
家
竹
丸
さ
ん
ほ
か

﹇
対
象
﹈
市
内
の
小
・
中
学
生

※
参
加
申
し
込
み
不
要
。
直
接

会
場
へ
。

春
の
企
画
展

ひ
な
人
形
の
世
界

江
戸
時
代
か
ら
の
ひ
な
人
形

の
名
品
を
は
じ
め
、
武
者
人
形

や
か
ぶ
と
飾
り
な
ど
の
五
月
人

形
も
展
示
し
ま
す
。

﹇
会
期
﹈
２
月
４
日
�
〜
４
月

３
日
�関

連

行

事

▼
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

﹇
と
き
﹈
２
月
１１
日
�
・
３
月

５
日
�
・
４
月
２
日
�
い
ず
れ

も
、
１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

▼
お
ひ
な
様
に
変
身

十
二
単
衣
を
着
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
ひ
な
様
に
変
身
し
た
姿

を
写
し
た
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
を

進
呈
し
ま
す
。

﹇
と
き
﹈
２
月
２７
日
�
１３
時
〜

﹇
参
加
対
象
﹈
小
学
生
以
上

﹇
申
し
込
み
﹈
往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、２
月
１８
日
�（
必

着
）
ま
で
に
徳
島
城
博
物
館
へ
。

定
員
４０
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）。

夜間巡回を行う地区有志のみなさん

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
と
く
し

ま
動
物
園
�
（
６
３
６
）
３

２
１
５

徳島市では「市民一人ひとりが相手を
思いやり、認め合い、お互いの人権を尊
重し合う社会」の実現に向けて積極的に
取り組んでいます。多くの皆さんのご参
加をお願いします。
なお、当日は、講演会の前に平成１６年

度人権問題啓発標語の表彰式を行います。
［講師］人材育成コンサルタント

しん す ご

辛 淑玉さん
［日時］２月１６日�１３：３０～１５：３０（１３時開場）
［場所］徳島市文化センター 入場無料
会場には、手話通訳、要約筆記、聴覚障害者用補助装置、託

児所を設置します。
［問い合わせ先］人権推進課 �６２１－５１６９

人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権をををををををををををを考考考考考考考考考考考考ええええええええええええるるるるるるるるるるるる市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民ののののののののののののつつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいいい
「在日コリアンから見える日本社会」

徳
島
町
城
内
１
―
８
（
〒

７
７
０
―
０
８
５
１
）

﹇
開
館
時
間
﹈
９
時
３０
分
〜

１７
時
（
入
館
は
１６
時
３０
分
ま

で
）
毎
週
月
曜
と
祝
日
の
翌

日
は
休
館

﹇
入
館
料
﹈
大
人
３
０
０
円
、

高
・
大
生
２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料
。
２０
人
以
上
の

団
体
は
２
割
引

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
�
（
６
５

６
）
２
５
２
５

徳
島
城
博
物
館

とくしま動物園ボランティア養成講座
時間／場所

いずれも
１３：００～１６：００
とくしま動物園内

※動物学各論では、こども動物園で展示している動物について学びます。

開催日

２月２７日�

３月６日�

３月１３日�

３月２０日�

内 容

動物園概論

動物学各論／哺乳類

動物学各論／鳥類

衛生管理、ふれあい実習

回

第１回

第２回

第３回

第４回

き

き

い

い
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